


























































以上の実験の延長として考えられるのは、YES の P ②を利用して学外の社会人を対象に大人数
の実験である。また Facebook や Twitter などのＳＮＳと連携し、自分の独創力を見せて自己表現
すること、その他の動機づけを試みる実験も企画する余地がある。
アイデア情報を発案者から集め、利用者まで届けるといったシステムの利用を定着させるために
は、乱用を防ぎながら有用なアイデアの登録を促すようなインセンティブ仕組みが不可欠である。
このインセンティブ仕組みを設計するためには、本研究のように実験を繰り返しながら実証的研究
を進める必要がある。
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